
２０１２年度　活動・世話役・役員紹介

活動項目 活動名 世話役 活動内容 回数 延日数

除間伐・
草刈

静間、中
嶋、松雪

10 4.8

堆肥床整
備

鎌田、松雪 9 4.3

クヌギ成
長調査

篠原、阪下 1 0.3

甲虫調査
新牛込家、
鎌田

2 1.5

アカマツ
林整備

迫(盛)、榊 5 3.0

アカマツ
林調査

柴戸、松
雪、迫
(盛)、中嶋

2 1.0

木工教室 鎌田、徳光 1 1.0

森のレク
リェー
ション

安部、戸町 1 1.0

外部との
交流

鎌田、迫
(盛)、柴戸

1 1.0

油山・宝
物さがし

柴戸、松
雪、迫(盛)

2 1.5

救急・安
全講習

榊、本村 1 1.0

広報 広報活動

川上、篠
原、鎌田、
静間、迫
(一)、山川

備品管理
岩尾、迫
(盛)

1 0.5

蔵書管理 迫(一)

事務局
林、新牛込
(寛)

6 3.0

役員

-8ｰ

保全作業ででる樹木の材、枝葉、草を昆虫や微生物等で分
解し、土に還元する。また、その過程において昆虫の産卵
床、住処として維持管理を行う。

クヌギの生長調査を通じて、会員に樹木の生長や除間伐の
効果を実感してもらう。

カブ森甲虫層を把握し、油山の生態系（生物多様性）を継
続的・定量的に分析するためのデータを蓄積する。無理の
無いｽｹｼﾞｭｰﾙで楽しく活動するとともに過去の経験を活か
す。

代表：鎌田隆、事務局：林靖男、広報：川上寛、会計：榊勲、会計監査：岩尾襄

カブ森保全５ケ年計画に基づき、①ユズリハ、タブノキ等
の高木除伐、C地区スギ除伐②A・C地区でのクヌギ間伐③
B地区～湿地のヤブツバキ、アラカシ等の除伐を行う。

運営

アカマツ
林

カブ森

諸活動

保全作業ででた樹木の材、枝葉の有効活用を図る。間伐材
を利用したオブジェ、日用品の製作を通じて、木工の技術
習得をめざす。

シェアリングネイチャーをすることで、自然と人とのふれ
あいを深める場づくりをする。

私達と同様に里山保全などに取り組んでいるグループへの
活動に参加し、そのグループの活動内容を学び、交流を図
る。または、地域住民を迎えて、自然観察の森や保全活動
について知ってもらう。

油山の森林利用歴、植物を利用した習俗などを知り、会活
動に反映する。

活動時の安全意識を習得･確認する。また、日常生活におけ
る非常時の危機対応を共有する。

「森ものがたり」は会員への連絡と対外的な広報紙を兼ね
たものとして発行する。新規会員の入会を推進する。ホー
ムページでは、随時、活動報告・活動予告等を掲示し情報
発信する。①森ものがたり年４回発行②活動写真の画像管
理③ＨＰ随時更新④リーフレット

作業用具等の点検と整備。古くなった道具類の点検を行
い、備品の更新を心がける。

蔵書リストの電子化作業を引き続き行う。

会の充実・発展の為の事務運営。うん・えー会の運営を通
じての楽しい森会作りを行う。

残ったマツの木の保全と実生からの幼木の育成を行う。草
刈りと除伐する事によって遷移を促す。

アカマツ林の状況を調査により把握し、長期的な保全に役
立てる。成木調査含め評価ができるようデータ整理する。


